
 

 

 

 

 

 

 

４月 24 日、新潟県内で発見された死亡野生イノシシにおいて、CSF（豚熱）
の感染が確認されました。概要は以下のとおりです。 

 １例目 ２例目 

発見日 ４月２０日（月） ４月２２日（水） 

発見場所 新潟県妙高市の水田 新潟県上越市の山道 

発見個体 
幼獣 雌 

体長 50cm体重 12kg 

幼獣 雄 

体長 50cm体重 5kg 

検査状況 

４月 22日、新潟県にお

ける遺伝子検査にて陽

性と判定 
4月 24日、動物衛生研

究部門にて陽性確定 

4月 24日、新潟県にお

ける遺伝子検査にて陽

性確定 
＊２例目以降は新潟県

の検査結果にて確定 

今後の山形県の対応については、決まり次第、随時お知らせします。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

          
 

 

 
 

○農場での人や車両の出入の際の消毒等の徹底 
○野生動物の農場への侵入防止対策の徹底 
 
 
 
 
 
 
 
 
○飼養豚を毎日観察し、万が一、飼養豚に異常を発見した場合は、 
すぐに担当獣医師もしくは当所までご連絡ください 

最上家畜保健衛生所 

最上地域家畜畜産物衛生指導協会 

令和 2年 4月発行 

月発行 

新潟県(野生イノシシ)でCSF発生！ 

飼養衛生管理基準を順守し、ウイルス侵入防止対策の徹底をお願いします 
 

最上家畜保健衛生所 電話：０２３３－２９－１３５７                
（休日・夜間も対応） 

 

豚舎周囲の消毒、

消石灰散布 


